
議
員

平
成
十
九
年
七
月
二

十
九
日
夜
、
市
内
は
局
地
的

豪
雨
と
な
り
、
一
部
地
域
で

床
上
・
床
下
浸
水
、
道
路
の

冠
水
等
の
被
害
が
発
生
し
た
。

特
に
港
地
区
で
は
東
部
ポ
ン

プ
場
が
機
能
せ
ず
、
処
理
不

能
と
な
っ
た
雨
水
で
一
帯
が

冠
水
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

市
は
こ
の
災
害
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
の
か
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

風
水
害
時

に
お
け
る
体
制
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
り
、
気
象
庁
か
ら

の
大
雨
、
洪
水
警
報
の
発
令

を
受
け
、
降
雨
量
等
の
状
況

を
判
断
し
て
順
次
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
は
、
第
二
警
戒

体
制
を
整
え
、
関
係
各
課
の

職
員
に
よ
り
対
応
し
た
。

議
員

平
塚
市
地
域
防
災
計

画
の
「
風
水
害
対
策
編
」
で

は
、
今
回
の
よ
う
な
局
地
的

な
豪
雨
災
害
は
想
定
し
て
い

な
い
。
現
在
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
地
域
防
災
計
画
に
は
、

今
後
ど
う
反
映
し
て
い
く
考

え
な
の
か
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

地
域
防
災

計
画
の
全
面
改
訂
に
先
立
ち
、

既
に
風
水
害
体
制
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
を
行
い
、
短
時

間
の
豪
雨
災
害
の
対
応
に
必

要
な
人
員
を
確
保
し
て
初
動

期
の
体
制
を
強
化
し
た
。
ま

た
計
画
へ
の
反
映
に
当
た
っ

て
は
、
地
球
温
暖
化
等
に
よ

る
気
象
変
動
が
も
た
ら
す
局

地
的
豪
雨
災
害
時
に
は
直
ち

に
風
水
害
警
戒
本
部
を
設
置

す
る
こ
と
な
ど
を
検
討
す
る
。

議
員

今
回
の
災
害
を
受
け
、

市
内
の
各
ポ
ン
プ
場
に
お
け

る
管
理
体
制
は
具
体
的
に
ど

う
改
善
さ
れ
た
の
か
。

防
災
安
全
部
長

桜
ヶ
丘
ポ

ン
プ
場
で
は
市
内
に
八
か
所

あ
る
ポ
ン
プ
場
の
集
中
管
理

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
災

害
以
前
か
ら
委
託
業
者
二
名

を
二
四
時
間
配
置
し
、
降
雨

を
察
知
し
た
時
点
で
必
要
人

員
を
招
集
し
各
ポ
ン
プ
場
に

適
宜
配
置
し
て
い
た
。
災
害

後
は
東
部
ポ
ン
プ
場
に
も
委

託
業
者
一
名
を
二
四
時
間
配

置
し
、
非
常
事
態
発
生
時
に

迅
速
な
処
置
や
対
応
が
可
能

な
体
制
と
し
た
。

議
員

今
回
の
災
害
を
踏
ま

え
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る

ポ
ン
プ
場
業
務
の
委
託
に
つ

い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

現
在
、
東

部
ポ
ン
プ
場
の
事
故
原
因
に

関
す
る
詳
細
な
調
査
を
第
三

者
機
関
に
依
頼
し
て
い
る
。

今
後
の
委
託
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
こ
の
結
果
と
と
も

に
施
設
の
特
性
や
設
置
目
的

等
を
考
慮
し
、
ど
の
よ
う
な

管
理
形
態
が
望
ま
し
い
か
検

討
し
て
い
く
。

議
員

平
成
十
九
年
九
月
六

日
夜
半
よ
り
、
台
風
九
号
の

影
響
か
ら
県
内
各
地
が
豪
雨

と
な
り
、
相
模
川
の
水
位
が

氾
濫
危
険
水
位
を
超
え
た
。

排
水
路
を
含
め
、
市
内
を
流

れ
る
河
川
の
管
理
に
つ
い
て
、

関
係
各
課
の
当
日
の
対
応
と
、

今
後
の
連
携
体
制
を
聞
き
た

い
。

下
水
道
部
長

当
日
は
下
水

道
部
が
ポ
ン
プ
場
施
設
関
連

の
河
川
・
排
水
路
の
区
域
を
、

他
の
区
域
は
道
路
部
が
中
心

と
な
り
そ
れ
ぞ
れ
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、災
害
に
備
え
た
。

今
後
も
平
常
時
よ
り
安
全
確

認
の
た
め
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各

部
が
連
携
し
な
が
ら
河
川
状

況
に
関
す
る
情
報
の
共
有
化

を
図
り
、
河
川
排
水
路
の
現

状
を
把
握
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

議
員

今
回
の
災
害
発
生
時

は
住
民
が
迅
速
に
避
難
し
た

が
、
避
難
所
を
開
設
す
る
場

合
は
ど
の
よ
う
な
手
段
に
よ

り
住
民
に
周
知
す
る
の
か
伺

い
た
い
。

防
災
安
全
部
長

防
災
行
政

用
無
線
等
に
よ
り
周
知
す
る
。

地
震
発
生
時
に
は
主
に
小
・

中
学
校
が
、
風
水
害
の
時
に

は
主
に
公
民
館
が
避
難
場
所

と
な
る
。

議
員

夜
間
や
休
日
お
よ
び

公
民
館
が
閉
館
後
等
の
場
合

は
ど
の
よ
う
に
避
難
所
を
開

設
す
る
の
か
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

昼
・
夜
、

休
日
を
問
わ
ず
、
対
象
の
地

域
拠
点
基
地
の
職
員
等
が
避

難
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

議
員

平
成
十
九
年
十
月
一

日
か
ら
気
象
庁
が
緊
急
地
震

速
報
を
一
般
に
向
け
配
信
す

る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

見
込
ま
れ
る
の
か
。

防
災
安
全
部
長

こ
の
速
報

は
、
地
震
発
生
時
に
起
こ
る

大
き
な
揺
れ
が
到
達
す
る
ま

で
の
時
間
、
大
き
さ
等
を
事

前
に
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

速
報
を
適
切
に
活
用
す
る
こ

と
で
防
災
、
減
災
の
効
果
が

期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

議
員

速
報
の
受
信
直
後
に

一
人
一
人
の
的
確
な
行
動
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
本
市
で

も
各
公
共
施
設
ご
と
に
職
員

等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
聞

き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

平
常
時
か

ら
個
人
、
学
校
、
企
業
等
で

独
自
の
訓
練
を
実
施
し
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

議
員

消
防
庁
が
平
成
十
九

年
二
月
か
ら
一
部
情
報
提
供

を
開
始
し
た
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
）
の
内
容
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

防
災
安
全
部
長

全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
は
、
地
震
速

報
の
ほ
か
津
波
警
報
、
ミ
サ

イ
ル
発
射
情
報
等
、
対
処
に

時
間
的
余
裕
が
な
い
事
態
が

発
生
し
た
場
合
、
人
工
衛
星

を
用
い
て
情
報
を
送
信
し
、

緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

議
員

本
市
で
は
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
計
画
は
あ

る
の
か
。

防
災
安
全
部
長

市
民
へ
の

速
や
か
な
情
報
伝
達
が
可
能

と
な
り
、
危
機
管
理
能
力
が

格
段
に
高
ま
る
た
め
、
早
期

に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
計
画
で
あ
る
。

議
員

導
入
す
る
場
合
、
ど

の
よ
う
な
施
設
の
整
備
が
必

要
と
な
る
の
か
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
衛
星
電
波
の
受
信

モ
デ
ム
を
設
置
し
て
全
国
衛

星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
市

町
村
の
防
災
行
政
用
無
線
を

接
続
す
る
た
め
、
自
動
起
動

機
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
機
械
の
設
置
費
用
や

時
期
も
含
め
て
検
討
を
進
め

て
い
く
。

議
員

災
害
発
生
時
に
は
地

区
ご
と
に
防
災
拠
点
と
な
る

避
難
場
所
が
開
設
さ
れ
、
多

く
の
市
民
が
避
難
す
る
と
想

定
さ
れ
る
が
、
本
市
に
お
け

る
現
在
の
保
存
食
の
備
蓄
状

況
を
伺
い
た
い
。

防
災
安
全
部
長

保
存
食
は

一
二
万
食
を
備
蓄
し
て
い
る

が
、
想
定
し
て
い
る
五
万
六

〇
〇
〇
人
の
避
難
者
数
を
考

え
る
と
不
十
分
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
災
害
協
定
を
締
結

し
て
い
る
関
係
一
一
機
関
等

か
ら
の
支
援
も
視
野
に
入
れ
、

想
定
避
難
者
数
の
一
日
分
の

食
糧
の
う
ち
、
一
三
万
三
四

〇
〇
食
を
目
標
に
、
平
成
十

七
年
か
ら
五
か
年
計
画
で
毎

年
備
蓄
を
し
て
い
る
。

議
員

医
薬
品
の
備
蓄
状
況

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

災
害
時
に

開
設
す
る
臨
時
救
護
所
で
の

医
療
活
動
に
必
要
な
資
器
材

を
確
保
し
て
い
る
が
、
医
薬

品
は
使
用
期
限
が
短
い
た
め

備
蓄
し
て
い
な
い
。
災
害
時

は
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い

る
医
薬
品
会
社
九
社
に
支
援

を
要
請
す
る
。

議
員

医
療
従
事
者
に
よ
る

負
傷
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

本
市
で
は

平
塚
市
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
平
塚
市
医
師
会
が
、
ま

た
、
災
害
時
応
援
協
定
に
よ

り
平
塚
歯
科
医
師
会
や
赤
十

字
奉
仕
団
が
、
さ
ら
に
赤
十

字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
も
、

災
害
時
に
市
内
一
三
か
所
に

開
設
さ
れ
る
臨
時
救
護
所
で

負
傷
者
へ
の
対
応
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

本
市
の
消
防
体
制
の

強
化
に
お
い
て
、
消
防
庁
舎

施
設
の
整
備
が
急
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
野
出
張
所
庁

舎
の
改
築
が
行
わ
れ
る
と
聞

く
。
新
た
に
建
設
を
予
定
し

て
い
る
同
出
張
所
お
よ
び
消

防
訓
練
施
設
の
整
備
に
当
た

っ
て
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

消
防
長

東
豊
田
福
利
厚
生

事
業
用
地
内
の
（
仮
称
）
保

健
セ
ン
タ
ー
北
側
に
建
設
す

る
大
野
出
張
所
は
、複
雑
化
、

多
様
化
、
高
度
化
す
る
災
害

に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
力

や
機
動
力
を
強
化
し
、
出
張

所
と
し
て
の
機
能
の
他
に
台

風
、
地
震
等
の
災
害
時
に
お

け
る
消
防
活
動
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
施
設

と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

議
員

施
設
内
に
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
設
備
を
設
置

す
る
考
え
か
。

消
防
長

非
常
用
電
源
設
備

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
火

災
や
風
水
害
等
の
大
規
模
災

害
へ
の
備
え
を
強
化
す
る
た

め
の
各
種
資
機
材
を
収
納
す

る
コ
ン
テ
ナ
を
配
備
す
る
予

定
で
あ
る
。

議
員

地
域
に
お
け
る
消
防
、

防
災
の
拠
点
と
し
て
消
防
団

の
機
能
の
充
実
強
化
等
を
図

る
た
め
に
も
、
分
団
施
設
の

整
備
を
早
急
に
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
を
聞
き
た

い
。

消
防
長

消
防
団
は
地
域
に

密
着
し
た
組
織
と
し
て
、
消

火
活
動
や
大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
避
難
誘
導
等
、
住
民

の
安
全
確
保
の
た
め
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
の
分
団
施
設
の
整
備

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
木
造
建
物
の
分

団
か
ら
優
先
し
て
建
て
替
え

を
進
め
、
地
域
の
消
防
力
を

高
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

他
の
分
団
施
設
に
つ
い
て
も

計
画
的
に
改
築
や
保
全
を
図

り
、
住
民
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
消
防
施
設
の
整

備
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

台
風
９
号
直
撃
時

避
難
情
報
の
周
知
は

全

国

瞬

時

警

報

シ
ス
テ
ム
の
導
入
予
定

防
災
行
政
用
無
線

効
果
的
な
活
用
求
め
る

議
員

台
風
九
号
の
襲
来
時

に
は
防
災
行
政
用
無
線
に
よ

り
避
難
勧
告
が
行
わ
れ
た
が
、

七
月
二
十
九
日
の
集
中
豪
雨

の
際
に
は
避
難
勧
告
の
放
送

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
災
害

時
に
お
け
る
防
災
行
政
用
無

線
の
位
置
づ
け
を
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

非
常
災
害
時
に

お
け
る
災
害
情
報
な
ど
の
伝

達
手
段
と
位
置
づ
け
、
災
害

対
策
本
部
設
置
後
は
総
括
管

理
者
（
企
画
部
長
）
の
指
示

に
よ
り
放
送
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

議
員

大
雨
・
洪
水
警
報
の

発
令
時
に
、
該
当
地
域
の
住

民
に
災
害
情
報
等
を
周
知
し
、

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

防
災
行
政
用
無
線
を
活
用
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

防
災
安
全
部
長

風
水
害
時

に
は
、
防
災
行
政
用
無
線
で

避
難
所
の
開
設
や
避
難
勧
告

等
に
つ
い
て
の
放
送
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な

情
報
を
取
り
扱
う
か
に
つ
い

て
は
、
関
係
部
署
と
協
議
を

し
て
い
く
。

議
員

現
在
、
防
災
行
政
用

無
線
の
所
管
は
企
画
部
だ
が
、

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る

た
め
、
二
四
時
間
対
応
が
可

能
な
部
署
に
所
管
を
変
更
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

企
画
部
長

今
後
、
行
政
組

織
の
改
革
の
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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ポンプ場の機能一時停止

風水害時の警戒体制をただす
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急
地
震
速
報
の
配
信
開
始

防
災
・
減
災
へ
の
効
果
を
期
待
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ひらつか議会だより
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保保存存食食のの備備蓄蓄状状況況ななどど問問うう

新潟県中越沖地震の被災状況

消
防
力
・
機
動
力
の
強
化
へ

施
設
整
備
ど
う
推
進
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